
DX推進リーダー育成講座

筑波大学ビジネスサイエンス系教授
経営学学位プログラムリーダー（専攻⻑）

tatsumoto@gssm.otsuka.tsukuba.ac.jp
立本博文

1



本コースで想定している育成したい人物像

経営リーダー 現場リーダー

ストラテジスト

DX戦略の組み立て・経営判断

プランナー エンジニア

レガシー
（経営陣）

パワーDXリーダー
(プロジェクト責任）

ソリューション
（担当者）

テクニカル
将来のCIO

世界のトップ企業がど
のような最先端の技術
を持つか知っている。
事業の課題を理解おり、
その解決策（ソリュー
ション）実施に対して
責任を持つ

事業の課題を理解して
おり、専門知識をベー
スにして、解決策を立
案することができる。
・データに触れる
・データを価値化
・ソリューション実践
・アジャイルPM

将来のCIO候補として
情報技術を知り、設計
ができる
・事業課題をエンジニ
アに伝える事ができる
・エンジニアと適切な
やり取りができる

技術スペシャリスト
インターネットエンジニア
データサイエンティスト
データエンジニア…

単語がわかり、
世の中へのアウェアネ
スを持つ

ストラテジストのDX戦略実現のために
エンジニアとのブリッジ ITシステム開発として事業課題を解決

統括部⻑社⻑
副社⻑
役員

部⻑
課⻑
課⻑補

課⻑
課⻑補

本コースの受講対象者

DXプロジェクトの体制（フォーメーション）

特に育成したい
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自己紹介
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• 立本博文（たつもと ひろふみ）
tatsumoto@gssm.otsuka.tsukuba.ac.jp
博士(経済学・東京大学)

• 筑波大学ビジネスサイエンス系教授
専門：競争戦略論、技術経営、国際経営

研究テーマ：国際競争力構築について
研究領域：ビジネス・エコシステムのマネジメント

プラットフォーム企業の競争戦略論
デジタル・トランスフォーメーション（DX）

自己紹介
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書籍・紹介記事
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多国籍企業学会 2017年度 学会賞（単⾏本の部）⼊江猪太郎賞
国際ビジネス研究学会 2017年度学会賞（単⾏本の部）
日本公認会計士協会 2017年度 第46回協会学術賞(学術—MCS賞)
組織学会2018年度 学会賞（高宮賞）著書部門
電気通信普及財団 第34回テレコム社会科学賞 奨励賞

日経新聞(2021.7.22)

Tsukuba Future (筑波大学本学のWEB)
#031︓成功する企業経営のセオリーを科学する
https://www.tsukuba.ac.jp/notes/031/

『プラットフォーム企業のグローバル戦略
:オープン標準の戦略的活⽤とビジネス・エコシステム』
⽴本博⽂,2017（有斐閣）

Platform Strategy for Global Markets
Tatsumoto, H., 2021, Springer

https://www.springer.com/gp/book/9789813367883

週刊エコノミスト
2020年５⽉19日号

『企業成⻑を実現するデジタル投資︓
消費財メーカーのためのリテールDX⼊門』
⽴本博⽂(2022)

『組織科学』55(3)
データサイエンスと経営学研究
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日経新聞 2023.2.27



本題
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問題提起 将来像

診断 処方箋

支える技術



DXプロジェクトのフォーメーション
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『企業成⻑を実現するデジタル投資：
消費財メーカーのためのリテールDX入門』

まず先行版を読んでほしい
無料でダウンロードできます

「DXを成功させるため」が目的じゃない
企業成⻑を実現させる、がゴール

現場リーダー/経営リーダーに読んでほしい

かわいいイラストで厳しいこと言ってる

12https://note.com/ttmthf/n/n452d3a3da2b4

Amazonで売っています
無料でダウンロード

電子書籍版・紙版

先行版



企業成⻑を実現するための
DX推進リーダー
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米国の有形資産と無形資産の状況
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『企業成⻑を実現するデジタル投資：
消費財メーカーのためのリテールDX入門』

ぜひぜひ、本書（先行版）を読んでほしい
無料でダウンロードできます

「DXを成功させるため」が目的じゃない
企業成⻑を実現させる、がゴール

現場リーダー/経営リーダーに読んでほしい

この本はかわいいイラストで厳しいこといっている
16

https://note.com/ttmthf/n/n452d3a3da2b4



DXプロジェクトは、ほとんど失敗する
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生産性の向上生産性の向上 企業成⻑の追求企業成⻑の追求 18



守りのDXだけやっていては、だめなの？

守りのDXは対処療法です

寿命が少し伸びるだけです

攻めのDXをやらないと根本治療になりません

企業成⻑を実現するには攻めのDXが不可欠
19



20



1番手

2番手

3番手

4番手

5番手

DXピラミッド

１番手企業：すでにDXについて経営陣もマネージャーも勉強済み。
計画や具体案があり、DXを自社組織中心で回せる
もっと大胆に攻めのDX

２番手企業：中期計画にはDX推進と書いてあるが模索中。
アクションは開始。コンサルタント企業への依頼が発生。
リーダーシップの一押しが欠如

３番手企業：計画はしていなかったけれども、トップは周りの状況を
みて、DX推進を決断。DXチームを組成したところ。
変革のモメンタム不足

４番手企業：DXの意味を経営陣がよく理解していない。
社内に少数の情報システムの人材がいる程度。
ゆでガエル状態

５番手企業：会社規模が小さく、DXを無視。
自分はITと関係ないという思い込み
１人でもDX人材がいればメリット大きいがその１人が
いない。

攻めのDX

守りのDX

攻守境界

DX限界

DX人材づくり

図1    DXピラミッドと企業のDXレベル



コース概要と狙い
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コース全体の構成

問題提起 将来像

診断 処方箋

支える技術

リーダーシップとDXの本質

イノベーションの
ゾーンマネジメント

攻めのDXと守りのDX

アジャイルPM

顧客データを起点
とした事業像

企業のDX度(DXピラミッド)

DX診断シート採点/処方箋

なぜ全ての企業に
DXが必要か?

1番手企業のその先に

DX改善7つ道具

（スケーラブルな事業への転換）

生産性改善の考え方 CPSによる可視化/生産性改善

(サントリー)

実践・事例
理論

(日本アクセス)
(本田技研工業)
(Collabor合同)

(サントリー)

(リクルート)

(First Loop Technology)

立本(筑波大)
富野先生(明治大)

個人データと
マーケティングサイエンス

伴先生(筑波大)

DA事業部(キーエンス)

立本(筑波大)

立本(筑波大)

立本(筑波大)



コースのイメージと狙い
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DXによる事業の将来像をイメージ

DXの考え方、
自社の現状の把握
（課題認識）

アイスブレイク

課題に対する処方箋紹介・
DX支える技術紹介

DX推進におけるリーダーシップ

DX課題と構想発表

課題共有による受講生間のつながり
①将来像（あるべき姿）を知る
②到達するための手法を知る
③知識ベースを構築する
④他社・他業界から学ぶ
⑤人的ネットワークを作る
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なぜ変われないのか
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DXを阻む６つの壁
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① いまのビジネス環境が続くという勝手な思い込み

② 短期ではDXは不経済であるという不都合な事実

③ DXによる事業変革への漠然とした不安

④ 大変なDXに見合わない報酬体系

⑤ パートナー企業やコンサルタントの相談相手の不存在

⑥ 組織が変わるため必須であるリーダーシップの欠如



処方箋のヒント
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1. 攻守DXの区分

2. ゾーンマネジメント

3. アジャイルPM

4. リーダーシップ

5. 評価報酬制度

6. DXの進め方（モメンタム）



攻守DXの区分
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攻めのＤＸと守りのＤＸの2つの視点を常に持つ！



イノベーションのゾーンマネジメント
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アジャイルPM（プロジェクトマネジメント）
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リーダーシップ
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評価報酬制度
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• DX推進をプロジェクトチーム形式で行うケース。本籍の部門⻑
が人事考課の評価を専ら行っている

• DXプロジェクトのチームリーダーによる評価や、複数の部門⻑
による多面的評価が、報酬に反映される仕組みが必要である。

• 事業ドメインの人材に、ITやデータサイエンスの専門知識を理解
してもらう。通常の事業ナレッジの取得よりも遙かに難しい。

• 境界の橋渡しができるDX人材が育つように、評価報酬制度を考
える必要がある。

• 評価制度は他の会社と比較することが少ないので、1つの会社の
中では、気がつきにくい点に注意。



ＤＸの進め方
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• DX推進は「段階的に・着実に」という方針と「非連続に・野
心的に」とう方針が常に対立している。

• 組織能力の蓄積：守りのDXを行い、組織能力がついてから、
攻めのDXを行った方がよい。段階的・着実アプローチ。

• 組織にモメンタム：守りのDXだけでなく、攻めのDXも同時に
行った方が良い。非連続・野心的アプローチ。

• どちらも必要なやり方であり、企業が置かれた状況によって、
ケースバイケースでどちらを採用するか考える必要がある。
両者のバランスを考えるのは、リーダーの重要な仕事。
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日本労働経済雑誌
2023年5月号(近日公開)



DX診断シート 実例
サンプル
・第1回 消費財メーカー10社
・第2回 上場企業32社
・第3回 上場企業26社
・第4回 上場企業13社
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サンプル
2022年6月
消費財メーカー10社

（第1回調査）
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守りのDX

攻めのDX
(フロントエンドDX）

DI組織力

変革力

リーダーシップ

DXプロジェクト 組織能力企業の究極目標

生産性向上

企業成⻑ 0.632**

0.105

DXプロジェクトの
レベル

組織能力0.547*

0.468

0.141

0.035
0.532*

・今回の調査は非常に小さい観察数のため、統計的有意にはなりにくい点に留意
・今回のサンプルにはDXレベルで1番手から4番手企業のみが含まれていた
・係数はおおよそ-1から+1までの数値をとる

数字は標準化偏回帰係数
P値 *: <10%  **:<5%

サンプル：消費財メーカー等10社

図3     DX診断シートによる実測例



40リーダーシップが、変革力の向上に効果がある

変革力とリーダーシップ サンプル
2022年6月
消費財メーカー10社

（第1回調査）
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日経新聞 2023.2.27



さいごに
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メッセージ
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 DXはデジタル技術をつかって、事業変革を行うものです。
すべての会社に必要です

 本コースは、以下の５つの項目を念頭に設計しました
①将来像（あるべき姿）を知る
②到達するための手法を知る
③知識ベースを構築する
④他社・他業界から学ぶ
⑤人的ネットワークを作る（社内・社外）

 コースの各講義は「企業がDXをするなら知っておくべき」と思うものをあげました
ハズレはないです

 すべての講師は「私がお話を聴くべき人だ」と思うリストから選びました
ハズレはないです

 まだまだ先は⻑い。⼀緒に学ぶ機会が作れればと思っています



ご清聴ありがとうございました
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